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　The　purpose　of 　this　 sしudy 　is　to　grasp　tbe　acむual 　conditions 　of　the　bathroom 　equip 皿 ent 　and 　to

determine　factors　that　in且uence しhe　degree　of 　sat 正sfacUon 　in　the 　psychological　eva 上ua 缸on ，　The 　results

are　as　follows：

　 1）In　most 　cases ，　bathroom　is　piaced 　on 　the　first　floor，　but，　there　is　an 　increased　tendency　of 　new

houses　bu且t　ten　or 　less　years　ago 　having　the　bathroom 　on 　the　second 　noor．

　2） It皿 ay　be　 inferred　 that 漁 e　 number 　 of　urlified　type　ba七hrooms 祕 ll　 continue 　 to　 increase　 in

accordance 　With　all　increase　of 　prefabricated 　hQuses．

　3）It　is　noted 　that　whlte 　or 　beige　is　the　predominant 　cobr 　of 　the　wall 　for　neW 　ly　built　houses　while 　the

bathtub　cDlor　is　rnostly 　metalllc 　in　old 　ho ／lses 　built　more 　than　ten　years　ago ．

　4）Mos もbaもhrooms 　are 　eqL 互ipped　with 　windDws ，　but　less　thall　half　of　the　baぬ rooms 　are 　equipped 輌 th

ventilatioll 　fans．　Th （）se　equ 並pped　w 呈Lh　jet　air ，　hea もillg　or 　dryillg　sys しems 　are 　stiiUow 　ill　percentage，　but
it　ls　 expected 　thaL七he　nulnber 　of　bathrooms　eqllipped 　With　the　afere −men 口orled 　systems 　wil 】increase

in　@the　future

　5〕It 　was 　clarified 　that 　the 　degreeし）f 　users ’satisfaction　with　their 　bathroo エns　is　largely 　iエ1 且uenced 　

bathtub　cQlor　 as“Tell　as 　other　factors 　such 　as　lighting，　size ，　and　ventila し重on 　or 　whether 　or 　n〔｝t　t

growth 　of 　mo｝d　 can 　be 　checl （e
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潤@ 言 　従来より日本 人は入 浴好き と いわれてお

，現在 ， 健 康志 向 と共 に 入浴 に 対す る 関 心 は 高ま

ている ． 入 浴剤やボディ ケ ア
商

品 な どバ ス ル ー ム

りの グッ ズ の 充 実 もかなりのものである．ま た浴

空間は単に身 体 を清潔に保 つた めの機能的な空間

ら，気泡装置を備 えた 浴槽， さ らにテ レビや BG

Xピ ー カーま でビ ル トイ ンさ れ た も の なども 出現

ア メニ ティ 空 間 へと 変 化してきて おり（森1991 ）

住 宅 の質 的 向 上 に 伴 い心 身 ともにリフ レ ッシ ニ L で

る 浴室空 間 が 強 く求 め ら れ るようになっ て き て い

．入浴 や浴室 空間につい ては 戦 後の浴室 や 脱衣空

の平面構成 の 変遷を扱った 研 究 （今 井 と田中1985
や生理 学的効果に関する研究 （ 関 と 諸橋 1996 ＞，医療施

での浴室の 究（

下 1998 ＞ ， （ 995 ） 73N 工工一



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本 家 政 学 会 誌　Vol，52　No．10 （2001）

表 1．調査項 目概要 表 2．対象者及 び 対象住宅 の 概要

ユ　 浴室 の 配 置場所

2　浴室の 材料

3　浴槽の材料

4　浴室 に お け る各設備 の 有無

5　浴室 に対す る満足

6　 脱衣空間の 設 備

7　 脱 衣 空 間 で の 生 活 行 為

対象概要 人 （件〉 ％

また バ リア フ リ
ー

やユ ニ バ ー
サ ル デザ イ ン の 観点か ら

浴室 の 機能性 に つ い て 検討 された研究 な どがみ られる

が，
一一
般住宅 に おけ る浴室環境や 入浴習慣の 実態及び

入浴に対する意識を捉えた もの は少ない ．そ こ で本研

究 は 快適 な浴室空 間 の あ り方 を考え て い くこ と を 目的

とした研究の
一
環 として，まず本報で は浴室環境 を取

り巻 く設備 などの ハ
ー

ド面 を中心 とした実態 や 浴室 空

間 の 満足感に影響 を及 ぼす要因の検討を行 う，そ して

次報で は 入浴行動や意識 とい っ た ソ フ ト面の 実態に つ

い て 検討を行 う．

対象者

　性別

年代

男

女

10代

20代

30代

40代

50代

60代
7D代

80代以 上

不明

4862G98150167

　

2353521

　

1

26，473

，62

，59

．112

．424

，515

．721

．110

，34

，10

．4

　2．調査方法及び概要

　調査は質問紙 を作成 し無作為に抽 出 した 対象者 に留

置 自記法に よ る 直接配布，直接回収を原則 と して行 っ

た．調査項目の 概 要は表 1 に 示す通 りで あ る．調査対

象は西宮市内を中心と し，兵庫県，大阪府，京都府を

含め た 近畿地区 の 戸建住宅及 びそ の 居住者を対象と し

た ．対象を 戸建住 宅 と した の は集合住宅 に 比 べ て 浴 室

形態 の変化が捉えやす い と考えたためで ある．質問紙

の 配布は 世滞 ご と に 1部ずつ 配布し た．質問紙の 配 布

数は世帯票は 350部配布 し ， 有効回答は 258部 ， 有効

回収 率 は 73．7％ で あ っ た．調査 時期 は 1998年 ユ0 月

で あ っ た．

対象住宅

　住宅構造

所有形態

築年数

木造

RG 造

プ レハ ブ造

そ の 他

持 ち家

借家

不明

1年未満

5 年未満

10年未満

20年未満

20年 以上

不明

0408381853123922

　

3

　

　

　
6268

1
　

　

　

　

2

78，59

，98

．33

．396

．33

．30
．43

，326
．99

，525

．233

．91

．2

合計 242100

　3．結果及び考察

　（1＞ 対象及 び 対象者の 属性

　調査対象者及 び対象住宅 の 属性 に つ い て 表 2 に示す．

対 象者 に つ い て は，性 別は ［男 性］26％ ，［女牲 ］74

％ ，年齢は 20歳代以下 の若年層が約 12　o／o ，30〜50 歳

代の 中年層約 53％ ，60歳代以上 の 高年層 34％ で あ っ

た ，職業は対象者の 大半が 女性で あ っ た た め か ［専業

主婦］が 40％ を占め 最 も多い ．

　対象住宅 に つ い て は
， 所有形態は ［持ち家ユ96％

，

［借 家］3％ で あ っ た ，住 宅 の 延 べ 床面 積 は 平均 126

M2 で あ り，築年数 は，20年以上が最 も多く 34％ を占

め
， 次い で 1〜5年 ，

10〜20年が 多い ．そ し て住宅の

構造 は ［木造］が 78．5％ と最 も多 い ．

　（2＞ 浴室環境の 実態

　浴室の 有無に つ い て は ［あ る］が 99．6％ とほ とん

どの住宅に浴室がある こ とか ら以下 に つ い て は浴室の

ある もの を対象と して 分析を行 っ た ，

　1）　 浴室 の 設置場所

　浴室 の 設麗場所 に つ い て は 設置階 は ［1 階］に 設置

され て い る もの が 88％ と多数 を占め て お り 匚2階以上］

に設置され て い る もの は 9．1％ と少ない が，築年数別

に み る と図 1 に 示す よう に 築 10年未 満 の 住宅 で ［2

階以 上 ］に浴室を設置 した住宅の 割合が増加する傾向

が み ら れ る．こ れ は対象住宅 の 階層とも関係 し，平屋

建 て が 築 10年未満 で は 0％ で あ っ た が そ れ よ り古 い

もの で は 10％前 後 み られ た と い うこ と，さ らに生活

74 （996）
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　 　 1年未満

　1〜5年 未 満

5〜10年未 満

10〜20年未満

　 　20年以 上

（n＝8）

（n＝63）

（n＝21）

（n篇59）

（n＝80）

表 3．対象と した浴室の概要

浴室概要 件 ％

0　　　　20　　　40　　　60　　　80　　　100
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（％ 〕

圏 　2陛 以上　　匚：：］　1階

図 1．浴寔設置階 と 築年数 との 関係 ψ〈 0，1％）

西

匕」

西 匕東

10

〔％ ）20

南西 東 南

束

工 法　　在来ユニ法　　　　　　　　　　⊥46　　　60．3

　　 ユ ニ ッ ト工 法　　　　　84　　 34．7

　　 ス リ
ー

イン ワ ン 　　　　 1　　 0．4

　　 そ の 他 　　　　　　　　2　　 0．8

　　 不 明　　　　　　　　　 9　　 3．7

床材 　タ イル 　　　　　　　 164　　67．8

　 　 セ ラ ミ ッ クパ ネ ル 　 　 　53　 21．9

　 　 セ メ ン ト　 　 　 　 　 　 5　 　 2．1

　　 入造大理 石　　　　　　 8　　 3．3

　　 そ の 他 　　　　　　　　7　　 2．9

　 　 不 明　 　 　 　 　 　 　 　 　 5　 　 2．1

壁材　 タ イル 　　　　　　　 168　　 69，4

　　 プラ ス チ ッ ク パ ネル 　 　60　 24．8

　　 漆喰 （セ メ ン ト）　　　 9　　 3．7

　　 そ の 他　　　　　　　　5　　 2．1

合計 242　　　1〔〕0

　　　　 南

図 2 ．浴室の 設置方位

ス タ イル の 変化 に 加 え て 工法技術 の 発達に よ り浴室の

設置場所の 制約が緩和 されたため と考えられる．また

方位 は図 2 に示 す通 り ［西北］［北］［北東］と北向 き

が多 い ．隣接する 部屋 は ［台所］が 65，7％ 程度 と最

も多 く家事動線や水回 りを近くにまとめ た設計がな さ

れ て い る．

　2） 浴室の 広 さ及び工法

　浴室 の 平均広 さは 4．ImZ （1，2坪） で あ っ た．こ れ

は 一般的平均広 さ が 0，75〜1坪 （小 原等 1987）と い

わ れ て い る の に対 して 広 め で あ る．浴室 の 「工法」，

「床材」，「壁材」 の 概要 を表 3 に 示す．まず 工 法に つ

い て，［在来工法］60％ ，［ユ ニ ッ ト工法］35％ で あ り，

［在来工法］が 多 い ．しか し図 3 に示す通 り築年数 と

の 関係 をみ る と
， 築 10年以 上 で は ［在 来 工 法］が 大

半を 占め る が ， 10年よ り築 年数が浅 い 住宅 で は逆 に

［ユ ニ ッ ト工 法］が 多 くな り，築年 数 が新 しい ほ ど

［ユ ニ ッ ト工法］ の 割合が大き くな っ て い る．また住

宅構造 との 関係は，［木造］や ［RC 造］で は ［在来

工 法］が，［プ レ ハ ブ 造］で は ［ユ ニ ッ トエ 法］が 多

か っ た こ とか ら
， 今後プ レハ ブ 造住宅 の 増加 とともに

ユ ニ ッ ト工 法の 浴室 も増加 して い くもの と推測 される．

次に浴室 の 材料に つ い て ，「壁材」，「床材」 はとも に

［タイ ル ］が約 70％程度 を占め最 も多い ．「床材」は

1年未満

1〜5 年未満

5 〜 10 年未満

10 〜20 年未満

20 年 以 上

（n＝8）

（n ＝63）

（n ＝19）

（n ＝59＞

（n
＝80）

0　　　 20 　　　40 　　　60 　　　80 　　　100 〔％ ｝

■ 在 来工 法　ロ 　ユ ニ ッ ト工 法　目 　そ の 他

図 3．浴室 工 法 と築年数 との 関係 （ρく 0．1％）

［在来工 法］で は 匚タ イ ル ］が 圧倒的 に多 く，［ユ ニ ッ

ト工 法］で は ［セ ラ ミッ クパ ネル ］が約 60％ ，次 い

で ［タイ ル ］が，「壁材」に つ い て は，［在来工 法］は

94％ が ［タ イル 1 を，［ユ ニ ッ ト工 法］は ［タ イ ル ］

は 30％程度 に留ま り ［ブ ラ ス チ ッ クパ ネ ル ユが多 く

用 い られ て い る こ とが 明ら か とな っ た．以上 の こ とか

ら工 法に よ っ て 使用 される材料はある程度決 まっ て い

る と い える．また工法は後述す る浴室内設備 の 状況に

も当然 の こ と なが ら関与す る と考え ら れ る．

　3）　浴室の色彩

　浴室の色彩に つ い て 表 4 に示す．以下 の 表及 び 文中

に あ る ［金属色］は ス テ ン レ ス の 色 を意味す る．まず

「壁色」に は ［ホ ワ イ ト］が 36％ と最 も多 く，次い で

（997） 75

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本 家 政 学 会 誌 　Vol．52　No，10 （2001）

表 4．浴室に使用 さ れ て い る 色彩

単 位二；f牛　（％ ）

浴槽 の 色彩
合計

ピ ン ク ベ ージ ュ ブ ル
ー
　　 グ リ

ーン グ レ
ー ホ ワ イ ト 金 属色

壁の 色彩

　 ピ ン ク 　　12 （40．0）　　5 （16．7）

　ベ ージ ュ 　 1　（5．3）　 12 （63．1）

　ブ ル
ー

　　 0　　（0）　 1　（5．O）

　 グ リ
ー

ン 　 0　 （0＞　 0　 （0）

　 グ レ
ー

　　 3 （37．5）　 3 （37．5）

　ホ ワ イ ト　 1　（1．6＞　 8 （12，7）

　ク リーム 　 3 （10．3）　　8 （27．6）

5 （16．7）

3 （15．8）

7 （35．0）
1 （16．7）

0　 （0）

17　（27．0）

6 （20．7＞

3 （10．O）

0　 （0）

3 （15．0）

5 （83．3）
0　 （0）

10　（15．9）

2 （6．9）

0　 （0）
0　 （0）
1 （5．0）
0　 （O）
2 （25．0）

5　（7．9）

0　 （0）

2 　〔6．6）　 3 （IO，0＞　 30 （17．1）
0　（11，1）　　　3　（15．8）　　　19　（10．9）
2　（10，0）　　　6　（30．0）　　　20　（11，4）
0　　　（0）　　　0　　　（0）　　　　6　　（3，4）
0 　（0） 　0 　（0） 　 8 （4．6）

16　（25．4）　　　6　　（9．5）　　　63　（36．0）
7 〔24．1）　 3 （10．3）　 29 （16．6）

合計 20　（11．4）　　37　（21，1）　　39　（22．3）　　23　（ユ3．1）　　8　　（4．6＞　　27　（15．4）　　21　（12．0）　　175　　〔100）

1年未満

1〜5年未満

5− 10年未満

10〜20年未満

　 　20年以 上

壁色 （F〈 01 ％） 浴書曹色　　（p＜ 01％ ｝

図 4．浴室 の 色彩 と築年数との 関係

［ピン ク］［ク リーム ］［ブ ル
ー
ユ［ベ

ー
ジュ ］が それぞ

れ 10〜17％ 用 い ら れ て い る．ま た ［ブ ラ ウ ン］や

［ホ ワ イ トとグ レー
の 2色使 い ］や ［花柄］な どの 模

様が あ る も の な どもみ られ た ．一
方 「浴槽色」は

，

［ブ ル
ー］［ベ ージ ュ ］が 約 20％ で 最も多 く，次 い で

［ホ ワ イ ト］15％，［グ リーン］［金属色］［ピ ン ク］が

それぞ れ 11〜13％ と壁に 比べ て色彩の 分布 に偏 りが

少ない ．さらに 浴室 の 「壁色」 と 「浴槽色」 との組合

せ をみ る．壁が ［ホ ワ イ トユで は，浴槽 は ［ホ ワ イ ト］

［ブ ル ー］が そ れ ぞ れ 25〜27％ で 同程 度使用 され て お

り， ［ベ ージ ュ ］で は浴槽も ［ベ
ー

ジ ュ ］が多 く， ［ピ

ン ク］で は ［ピ ン ク］が ，［グ リ
ー

ン ］で は ［グ リ
ー

ン ］と
， 同系色 で ま と め られ て い る場合が 多い ．また

［グ リ
ー

ン］や ［グ レー］ の よ うに壁色に よ っ て浴槽

色 が 限 ら れ て い る もの もみ られ る とい うこ とも考えあ

わせ る と，浴室の 壁 色 と浴槽色 に は あ る 程度 カ ラーコ

ーデ ィ ネートが され て い る とい える．

　次に築年数と浴室の 色彩 との 関連に つ い て検討を行

う．結果 を図 4 に 示す．まず 「壁色」で は ［ブ ル
ー］

に つ い て み る と，築 10 年以 上 で は ［ホ ワ イ ト］に次

い で 多 くみ ら れたが築年数が浅 くなる に つ れ て 用 い ら

れ る割合 が 大 きく減少 して い る．そ れ に対 して ［ベ
ー

ジ ュ ］は築年数が 浅 くな る に つ れ て 増加し，［1 年未

満］で は ［ホ ワ イ ト］か ［ベ ージ ュ ］だけに収斂する

傾向に ある．次に 「浴槽色」 に つ い て は
， 築 10年以

上 で は ［金属色］の使用が最 も多 い が ，匚5〜10年未

満］で は少な くな り ［1〜5 年未満］ に なる と全 く使

用 さ れ な くな る．また ，［1年未満］で は先 の 壁色 に

対 して 多様な色が 用 い ら れ て い る．こ れ らの こ とか ら

近年 は 壁 と浴槽 の 色に つ い て ，壁色をホ ワ イ トや ベ
ー

ジ ュ とし，浴槽色 で好みを反映す る と い っ た 傾向が窺

え る，また壁 の ブル
ー
，浴槽 の 金属色の 減少や ， 壁の

べ 一ジ ュ の増加 など に み られるよう に 時代 ご と に好ま

れ る色，すなわち流行色 が変わ り，使用 される色 も変
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わ る と考えられ，特 に最近 の 1 年で 浴室の 色の 使われ

方が 大きく変わ っ た とい え る．

　4）　 浴室の設備

　次に 浴室設備 に つ い て 概要 を図 5 に示す．まず 「浴

槽 の 材質」 は ［ス テ ン レ ス ］［プ ラ ス チ ッ ク］［ポ ーロ

・一
］［人造大理石］の 順に多く用 い られ て お り，［木］

は 1例の み で あ っ た、ス テ ン レ ス ，プ ラ ス チ ッ ク は安

価で あり手入 れ もしやす く，ホーロ
ー

や 人造大理石 は

や や 高価で ある が ス テ ン レ ス ，プ ラ ス チ ッ ク同様に手

入れは容易である．一
方 ， 木 は芳香や肌触 りが 良い 反

面，腐朽や かびがはえやす い とい う手入れ の 画倒 さや

耐用年数，価格の点か らあ まり用 い られ て い ない と思

われ る．次 に 「浴槽 の 形」につ い て は ［洋風1 が 41

浴槽材料

浴槽種類

気 泡 装 置

換気扇

窓

浴 室暖 房 機

（乾燥機）

ドア種類

手 摺

照 明光 源

0
　

2040608019
£》

図 5．浴室設備 の 概要

暖房機 （乾燥機）の 有無（p＜0．1％ ）

1年未満

1〜5 年未 満

5〜10年 未満

10〜20年 未 満

20年 以 上

な し

％ と最 も多 く，築年数が浅 くな る ほ ど ［和風1 か ら

［和洋折衷］［洋風］へ と面積的 に大きな もの が 増加す

る傾 向がみ られた．「湯沸か し方法」 につ い て は 約 80

％ が ［ガ ス 湯沸 か し器］，次 い で ［循環湯沸か し器］

［電気温水器］［ソーラ シ ス テ ム ］［太陽熱温水器］ の

順 で あ り築年数 との 関連は認め ら れ なか っ た．そ し て

「気泡装置 （ジ ェ ッ トバ ス ）」につ い て は普及率は 僅 か

に 4．5％ と低 い が，所有者の 90％ 以 ヒが ［毎回］もし

くは ［時 々 ］使用 して お り使用頻度が高 い こ とか ら将

来的に普及率は 上 が る の で はな い か と推測さ れ る．ま

た換気 設備 につ い て は，「窓」の 設置率は 98％ と殆 ど

の 浴室 に 設置 され て い るが ，「換気扇」 は 52％ と半数

程度に留 まる．換気状況 に つ い て は約 10％ が ［換気

が 悪い ］と感 じ て お り，「換気扇」 の 設置 と 「換気 の

良 さ」 と の 関連 をみ た と こ ろ
， 危険率 1％未満 で 有意

な差が認め られた．こ の こ とか ら換気は窓だけ に頼る

の で は な く換気扇 も設置し た方 が よい とい え る，また

浴室暖房機 （乾燥機）の 普及率は 約 11％ と低 い が
，

図 6に示す様に築年数が浅 い ほ ど普及率は 高くなる 傾

向を示 し，今後 の 普及が見込 まれる．さらに 浴室暖房

機 （乾燥機〉を 「設置 して い な い ］もの に，その必要

性 を尋ねた と こ ろ，年代別で は ［10代］が 最 も必要

と して お り， ［80代コの 80％は ［不要コと回答 して い

た．しか し入浴時 の 急激な温度変化が高齢者 の 脳卒中

を招 きや す い 危険性があ る こ とか ら高齢者 へ の 啓発 と

指導が必要で ある ．ドア の種類に つ い て は図 5 に示す

通 り ［開 き戸］が 40 ％ と最 も多 く， ［折 畳 開 き戸 ］

［引き戸］は 3096前後 で ある．しか し ［開 き戸］は 内

開きで は入浴者が洗い 場で倒れた際に救出 しに くい と

い っ た安全面 か ら
， 外開 きで は 戸 に つ い た水滴が 浴室

外に滴 り落ち る な どい くつ か の 間題が指摘 され て お り，

浴室 と して は 折畳戸や引 き戸が望 ましい ，築年数 と の

関係 に つ い て は図 6 に示す様に築 10年よ り新 しい 住

ドアの種類（P＜ 5％） 手摺の 有無（p〈O・1％）

“ なし

0　　　20　　40　　60　　80 　　100 　　　20　　40 　　60　　80 　　100　　　20　　40 　　60　　80

（n＝7）

（n・・64）

（n＝23）

（n＝59）

（n＝90）

100
｛％ 〕

図 6．暖房機 手摺 の 有無 及び ドア の 種類 と築年数との 関係
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表 5．手摺 の 設置場所 表 6．転倒状況

手摺 の 設 置場 所 　　件 　　 （％ ） 転倒状況 件 （％ ）

浴 槽 内　　　　　　　　　12

浴 槽 の 側 壁 　 　 　 　29

浴槽 の 奥壁　　　　29

浴 槽 と反対側 壁 　　　5

シ ャ ワー
討近 　 　 　2

出 入 り口　 　 　 　 　 7

19．146

。046

．07

．93

，211

，1

浴室へ の 出入 り　　 7

浴槽へ の 出 入 り　　 7

身体洗浄中　　　 　7
シ ャ ワ

ー
使用時 　　 9

掃除中　　　 　　 3

2L22L22L227

．39

．1

合計 33　 　 100

複数 回答．

20代以下

　 30代

　 40代

　 50代

　 60代

70代 以上

（r19 ）

（n
＝21）

（n 司 3）

（n
＝＝31）

（ni39 ＞

（n
＝25）

0　 20 　 40 　 60 　 80 　UOR％ ）

■ 　必 要で あ る　匚：］　必要で な い

図 7．手摺の 必要性 と年代 との 関係

宅で は折畳 開 き戸 の 割合が 最 も多 くな っ て お り，開 き

戸 ， 引 き戸 は減少す る傾 向がみ られ ，
こ れ らは

’
前述 の

通 り工法との 関係が明確に表れ て い ると考え られる．

手摺の 設置に つ い て は設置率は 26％ で あっ た．表 5

に手摺の 設置場所 を示す．［浴槽側 面］や ［浴槽奥の

壁］が半数程度 と多 く，［浴槽 内］が 20％ を占 め る，

また手摺が設置 され て い な い もの に そ の 必要性を質問

した結果を図 7 に示す，60 代ま で は約半数が，70 代

以 上 で は約 70％ が 必要 と し て い る．そ し て手摺の 設

置 と築年数 との 関連 は 図 6に示す通 り築年数が浅 い ほ

ど手摺 の 設置率が高 く，5 年未満では約半数 に設置 さ

れ て い る こ とか ら，今後設置率は高 くなっ て い くもの

と期待さ れ る．照明の 種類に つ い て は ［白熱灯］63％ ，

［蛍光灯］31％ で あ り， 浴室に は色温度 の 低い ラ ン プ

が演色性に富み リラ ッ ク ス で きる と考えられ る．また

設置場所 は 70％が ［壁面］で あ っ た．

　5）　浴室で の 転倒事故

　家庭内事故に お い て転倒は 「ぶ つ か り」に次 い で多

い （日本建築学会 1981）が ，浴室で の 「転倒事故 の

経験 の 有無」に つ い て ［あ る］は 12％ で あ っ た．転

倒 の 要因 の ひ と つ と して 床材 が 考 えられ た た め ，床材

と 転倒 の 有無の 関連 に つ い て 検討 を行 っ た が今回 の 調

査 で は 明確な関連 は認め られなか っ た．また浴室の 明

るさと転倒の 問で 危険率 5％未満で 有意な差が認め ら

れ た こ とか ら，浴室を明 る くす る こ とも転倒防止 の た

め の 対策の ひ とつ で ある と考えられ る、

　次に 転倒 した 時 の 状 況 に つ い て 表 6 に 示 す．［シ ャ

ワ
ー
使用時］が最 も多 く，次 い で ［身体洗浄時1 ［浴

室へ の 出入 り］など洗い 場で の転倒が多くな っ て い る ．

先 に 述べ た手摺 の 設置場所 で は 浴槽 回 りの 設置 が 主 で

あ りシ ャ ワ
ー

付近や出入 り口 付近 で の 設置 は少 なか っ

た こ とか ら，さらにシ ャ ワ
ー

付近や洗 い 場 の 壁 などに

も手摺を設置する こ と に より転倒防止の効果がある の

で は ない か と考え ら れ る．

　  　浴室 の 満足感 に 影響を及 ぼ す環境要 因

　浴室環境の 各要因が どの よう に浴室 へ の満足感に影

響 を及ぼ して い るか に つ い て ク ロ ス 集計を行 い ，ズ

検定に よ る検討を試み た．結果を表 7 に示す．まず，

衛生面 の 満足感は か び の 生えに くさや換気 の 良さ，浴

室 の 明 る さ と の 間 に 有意な差が認 め られ た ，設備面 の

満足感は設備 の 充実度との 関連が認め られ，特に浴槽

の 大きさや 形，手摺の 有無との 間に強い 関連が ある．

そ して 浴槽は和風 よ り洋風 が
，

また材質は使用 さ れ て

い る割合は少な い が人造大理石の 満足度が最 も高い ．

また広 さ面 の 満足感 には浴室 の 広 さだけでな く浴槽 の

大 きさや形の 問 に有意な差が認め ら れ，浴槽の大 きさ

に つ い て は浴槽が 浅い か 深い か とい う深さ よ り，む し

ろ広 い か狭 い か とい う面積的な要素 の 方が満足感に強

く関わ っ て い る こ とが明 らか とな っ た．色彩面 に つ い

て は浴槽 の 色彩や壁 と浴槽 の 色彩 の 組合せ と の 間に有

意な差 が 認 め られ，同系色 の コ
ー

デ ィ ネ
ー

トで 満足感

が高 くな る傾向が ある．また色彩そ の もの 以上 に浴室

の 明る さ との 関連が強 く，明る い ほ ど満足感が高 くな

る ．総合的満足感に は 色彩的要因や浴槽の 要因，換気

の 良さや か び の 生 えに くさ ， 浴室 の 明 る さな ど の 要 因

が影響 して い る こ とが 明 ら か とな っ た．
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表 7．浴室の 満足感に影響を及 ぼす環境要因

衛生．面 　設備面 　広 さ面 色彩面 　 総合

（工 法要因） 法

材

材

さ

工

床

壁

広

○ OO

○

◎

（色彩要因）　　 壁　　一・

　　　　　　 浴槽　　○

壁 と浴槽 の 組合せ 　　
一・

○

◎

○

○

◎

○

◎

◎

（浴槽要因） 大 きさ

　　形

　材質

◎

●

○

●

●

◎

●

●

○

●

●

◎

（設備要因） GO

｝

窓

扇

摺

　

気

乎

　

換 ○

◎

●

●

○

○ 　 　 　 ○

◎　　　0

（その 他〉　 明 る さ

　　　 換気の 良さ

　か び の 生 え に くさ

●

C

●

◎

◎

◎

◎

○

●

○

◎

●

◎

●

● ：p＜ 0．1％ ，　◎ ：p ＜ 1％ ，　○ ：p〈 5％．

表 8．脱衣空間 の 広 さと広 さ感

狭 い 　ち ょ うど良い 　広 い

築 10年以上 広 さ感 （％）　　 58．1

平均広 さ （m う　　 2，9

29．53
．4

2．94

，2

築le年未満 広 さ感 （％ ）　　　 37、3

平均広 さ （m2 ＞　　 2，9

57．34

．1

5，37

，8

表 9．脱衣空間の主な備品

主な設 備品 件 （％〉

洗面台

洗濯機

トイ レ

棚

た ん す

マ ッ サ ージ椅子

その 他

188164187330

　 611

じ
」

99A

り

268

217232487

　

001

複数回 答．

　（4） 脱衣空間の環境

　最後に 浴室空間 と関連 が深 い 脱衣空間の 環境に つ い

て検討 を行う．脱衣空間 の 広 さ に つ い て は住宅 の 延 べ

床面 積 との 間 に比例関係は認 め られず，「広 さ感」で

は ［広 い ］と感 じて い るもの は 4％ の み で ［狭い ］が

全体の 約半数を占め て い る．築年数との 関係 は 表 8 に

示す通 り，広さ感 は築 10年以上 で は 58％が 「狭 い 」，

「丁度 よ い 」， 「広 い 」は それ ぞれ 30％，3％ で あ る．
一

方 ， ！e年未満 で は 「丁度 よい 」が 57％ と大きく伸

び，「広 い 」が 5％ と全般 に評価が 向上 して い る．ま

た，評価 に対応する 実際 の 脱 衣空 間の 広 さも，築 10

年未満で は よ り広 くな っ て い る．しか し 「狭 い 」 と感

じる割合が なお 37％ もあ り，その 広 さは 2．9m2 で 築

10年以上 の 場合 と変化 して い ない な ど，問題点もあ

る．脱衣 空間 に洗面，洗濯機能が満た さ れ る広 さ は

2．4m2 程度 で あるが こ れだ けで は収納は 不
．’f’分 （小

原等 1987）で ある とされ て い る こ とや ， さら に必 要

寸法以外に ゆ と りを感 じる心理 的な寸法が加 わ っ て い

ない と使用感と して使い やす い とは感 じられない （宗
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表 ユ0．脱衣空間で の 脱衣以外の行為

床材

他

脱 衣 以外の 行為 件 （％〉

洗顔

歯磨 き

髪乾 かす

整髪

鬚そり

化粧水つ ける

化粧す る

マ ッ サ ージ

その 他

工87　　 89．9

188　　 90．4

129　　 62．0

110　　 52．9

82　　 39．4

87　　 41，8

72　　 34．6

　 6　　 2，9

10　　 4，8

壁 色

換気扇

窓

冷暖 房設 備

複数回答．

本等 1974）と い っ た こ とが 報告され て お り，
さ らな

る改善が求め られ る，

　 次に脱衣空間の 主 な備品を表 9 に示す．［洗面 台］

と ［洗濯機］が 72〜83％ と多 く，次い で ［棚］ ［た ん

、す］な ど の 収納家具が み られ る．［洗濯機］は 約 74％

が脱衣空間で の 設置が よい と考えて い る こ とが明 らか

と な っ た ．脱衣空 間で行わ れ る脱着衣以外の行為を表

10に示す．［洗顔］［歯磨き］が 約 90％
， ［髪を乾かす］

［整髪］53〜62％ ，他 に ［鬚そ り］［化粧］な ど様々 な

行為が行われ て お り，さらに 図示 して い な い が 洗面空

間と脱衣 空間は分ける べ きで な い とす る もの が 60％

を rEfめ た．以上 の こ とか らも脱衣空 間の広 さは単に 脱

着衣 を行う空間 と して 考える の で は な く， 洗濯機や収

納棚 の 設置を予め考慮 し，洗面 や洗濯 などの 行為 も行

わ れ る 空 間と して 十分な広さ が確保 され る こ とが望 ま

れ る ．

　 さらに 脱衣空間 の 他 の 環境要素につ い て 図 8 に示す．

まず 「床材」は半数が ［合成樹脂系］，次 い で ［木質

系］が 多 く用 い られ て い る，「壁色」は ［白］が約 55

％ と半数以 上 を 占め て お り， 築年数との 関連 をみ る と

築 20年以 上 で は 白が 56％を占め る もの の
， ［ベ ージ

ュ ］［ピ ン ク］［クリ
ー

ム 1 ［ブ ル
ー］［グ レー］［グ リ

ーン ］な ど多様な色が用い られ て い る が ，築年数 が 浅

くな る に つ れ て ［白］の 割合が増 え，1 年未 満 で は

［白］86％ ，［ベ ージ ュ ］14％ の み とな り先に記 した浴

室 の 壁色と 同様 の 傾 向が み ら れ た，換気設備に つ い て

「換気扇」は ［あ る］が 23％，「窓」78％ と浴室に 比

べ て 設置率が低 く浴室ほ ど換気は 配慮さ れ て い ない ．

し か し なが ら脱衣空 閭は浴室か らの 水蒸気 の 流入や残

り湯を用 い た り給湯 な どで 洗濯をす る際 の 水 蒸気 の 発

生 な どに よ りか な り湿気て お り，乾 い た タ オ ル や 衣類

照 明 光源

一
ン

0　　　　20 　　　40 　　　 60 　　　 80 　　　100
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （％）

図 8．脱衣空間の 設備概要

などが収納 されて い る棚 やたんすな ど も設置 され て い

る こ とか ら，換気に は十分 な配慮が必 要で あ る，また

「冷暖房設備」は ［な い ］が 65％ と半数以．ヒを占め る ．

しか し冬期に お け る 入浴前の脱衣室の 暖房は入浴中の

皮膚温上昇 レ ベ ル か らみ て ，熱い 湯へ の 入浴を避ける

意味で効果的で あ る （大野等 1998）と報告 さ れ て い

る こ とか ら使用時間の 短さや ス ペ
ー

ス の 狭 さに 関わ ら

ず特 に暖房設備 の 充実が 望 まれ る．照 明 の 光源は ［蛍

光灯］が ［白熱灯］をやや 上 回 り先の 浴室 とは異な る．

こ の こ とは浴 室が くつ ろ ぎの 空間で もある の に対 して ，

脱衣空間が作業性を重視 した 空間と して 使用 され て い

る とい う違い に よ る と考えられ る．

　以上，調査 結果を まとめ る と
， 浴室環境は衛生空間

として の 機能の 追求の ためか壁材や浴槽 の 材料 ，壁色

な ど に つ い て は手入 れ の しや す い もの や 無難な もの が

多 く，特 に 近年 は そ の 傾向が顕著で あり画
一

的な浴室

空間 をつ くり出 して い る こ とが明 ら か とな っ た．し か

し浴室は衛生空間として だけで な くリフ レ ッ シ ュ する

ため の空間で もあ る こ とか ら，材料や色彩が豊富な中

か ら 自由に選択で き る こ とが 望 まれ る．ま た 手摺 の 設

置や暖房設備 な ど に つ い て は浴室利用者 の 安全性の 点

から こ れ か ら も積極的に取 り入れ る べ きと考えられる．

　4．要　 約

　戸建住宅 を対象に 浴室環境 の 実態調査 を行 っ た 結果，

次 の よ うな知見が 得 られ た ．

　（1＞ 浴室の 設置は大半が 1 階で あ る が，築 10年よ

り新 しい 住宅 で は 2 階以 hの 設置が増加す る傾 向が認
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め られた．

　（2）　浴室は築年数が浅 い ほ どユ ニ ッ ト工 法が増え，

プ レ ハ ブ 造住宅 で は ユ ニ ッ ト工法が 多い こ と か ら今後

プ レハ ブ造住宅 の 増加 とともにユ ニ ッ ト工法の 増加が

予測される．

　（3） 浴室の色彩に つ い て は時代 とともに流行が み ら

れ ， 近年壁色は 白また は ベ ージ ュ に収斂され ， 浴槽は

築 10 年以上 で は金属色が多い が ， それ以降多様な色

が用 い られ て い る．また壁 と浴槽 の 色 は コ
ー

デ ィ ネ
ー

トされ て い る もの が多 くみ られた．

　（4） 設備に つ い て ，窓 の設置率は高 い が換気扇は半

数に留まる．また気泡装置や浴室暖房機 （乾燥機） の

設置率は低 い が所有者の 年齢 や 使用頻度か ら今後の 普

及が見込まれ る．そ して手摺の 設置率は近年高 くな る

傾向を示 し，築 5 年未満で は約半数に 設置され て い る．

　（5） 浴室 内で の 転倒 は 浴室 の 明 る さ との 問 に 有意 な

差が認め られた．また転倒状況な どか らシ ャ ワ
ー
付近

や洗 い 場 の 壁 などへ の 手摺設置の 必要性が示唆 された．

　（6） 浴室の総合的な満足感に は色彩的要因や浴槽の

要因，換気の 良さや か び の 生 えに くさ， 浴室の 明 る さ

などが 影響 し て い る こ とが 明 ら か とな っ た ．

　  　脱衣空 間で は浴室に 比 べ て換気設備の 設置率が

低 く，照明で は白熱灯 よりも蛍光灯が多 く用 い られ て

い る．し か し築年数が浅 くな る に つ れ 壁色が 白や ベ ー

ジ ュ に収斂 して い る こ とや暖房設備の 普及率が低 い 点

に つ い て は 浴霙 と 同 じ傾 向を示す．
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